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　2022年 5月 28日（土）　12時 30分から「2022年度　加盟団体長会議」が、練馬文化センター小ホー
ルで開催されました。出席率は約 40％。新型コロナウイルス感染症を考慮し、出席を見合わせた
団体も多かったようです。この会議は、役員（理事会）が、都連会員の声を直接お聞きする場として、
雪上行事が一段落した この時期に毎年開催されるものです。　
　会議前段に、岡部会長の挨拶、続いて韮澤専務理事から理事及び監事紹介の後、今年 3月 5 日
に開催された「第 75 回クラブ対抗競技会の団体表彰」が行われました。総合成績上位 10 団体が
登壇し、岡部会長から賞状、森副会長から盾等を授与しました。受賞された団体の皆様おめでと
うございます。今大会は、3位と 9位がともに同点という大変接戦で白熱した大会となりました。
参加された団体や選手の皆様は、新型コロナ禍の下、感染症対策を万全にし、日頃のトレーニン
グ成果を存分に発揮いただきました。来シーズンは、さらに多くの団体や選手の出場に期待した
いと思います。
　本会議は、岡部会長が議長、森副会長が副議長に選出され、議事が進行しました。はじめに「2022
年度事業（雪上）終了」について、戸井田教育本部長と韮澤競技本部長（専務兼務）から、それ
ぞれ報告がありました。　
　続いて、各加盟団体から事前にご提出いただいた質問・要望等について、長谷川総務本部長を
含めた 3本部長から、当日配付した「要望・提案等回答書」に基づいた回答と説明がされました。
会場での加盟団体長からの質問に対し、丁寧な応答を行い、予定された時間内で終了しました。
　今年も、都連に対して貴重なご意見やご要望が寄せられました。会員数の減少が懸念される中、
都連役員と加盟団体が一丸となって盛り上げていくことが確認された有意義な会議となりました。

　なお、加盟団体長会議に先立ち、10 時 30 分から「シュクミネット変更点」の説明会が開催され
ました。
　同システムが 2020 年度に導入され、システムの普及が進みましたが、都連会員の皆様の利便性
を一層向上するために改善した点（都連関連の会費支払いも可能となる等）を中心に、シュクミネッ
トの担当者からスクリーンを用いて分かり易く説明を行いました。

2022年度　加盟団体長会議2022年度　加盟団体長会議
2022年5月28日 (土 )　練馬文化センター小ホール
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　8月 21 日（日）練馬文化センター小ホールで事務連絡担当者説明会が開催されました。
　年に一度オフシーズン中に事務連絡担当者の皆さんとお会いできる貴重な行事です。受付でア
ルマナックをお渡ししながら、2023 年度がいよいよ始まるんだな、という実感が沸いてきました。
夏の暑さの中でしたが、総勢 229 名の方に出席いただきました。
　開会で岡部会長から会員の皆さまへ 2022 年度の協力への感謝と 2023 年度の東京都スキー連盟
の方針について挨拶があり、総務本部、教育本部、競技本部と事業内容の説明が続きました。「保
険の説明」では動画で “スキー保険に入るとどんな事が保険の対象になるか ”を保険会社が簡潔に
説明し、スキー保険に興味がなかった方も、保険の大切さを実感していただけたのではないでしょ
うか。
　教育本部、競技本部からの説明もスムーズに進み、時間通りに説明会を進行することができま
した。
　事務連絡担当者の皆さま、お暑い中、足を運んでいただきありがとうございました。

事務連絡担当者説明会事務連絡担当者説明会
2022年8月21日 (日 )　練馬文化センター小ホール
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　今年で三回目となるコンプライアンス研修会が開催された。理事、専門員、加盟団体、評議員
が参加。「スポーツ団体におけるガバナンスの重要性について」熊谷則一弁護士よりご講演をいた
だいた。
　コンプライアンスの目的は法令遵守。　不正やミスを早期に発見して、早期に是正することに
あり、判明した問題やリスクを現場がいち早く経営に報告することにある。スポーツ団体が自ら
を管理するガバナンスは、事業運営において必要不可欠である。不祥事を起こすのは人。個人の
高い倫理観の保持はガバナンスにとっても重要。個人は、もろく、弱いと言うことを前提に、個
人の意識に頼るのではなく、不祥事が発生しないような体制を構築することが組織にとって重要
だ。ガバンスを強化することにより、不正行為や情報漏洩などのリスクが減るほか、労働環境の
改善、スタッフの定着、事業の価値向上、収益力の向上などメリットがある。「個人の意識」に頼
らないガバナンスの重要性について説いた講演であった。

コンプライアンス研修会コンプライアンス研修会
2022年8月27日 (土 )　なかのZERO小ホール
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　ダイバーシティ・パークは、さまざまな人たちがお互いに理解し合い共存していくためのきっ
かけ作りになることを願って開催される障がい者スポーツイベントです。障がい当事者だけでな
く、健常者、高齢者、外国人など多様な人々に障がい者スポーツを経験することにより、それぞ
れの立場で他者を思いやる価値観を構築することが可能となります。
　毎回、都心の公園に雪の斜面をつくり、子供たちがスキーやソリの体験ができます。ボランティ
アの方に支えられて滑り降り、何が起こったのかわからずにキョトンとしてる女の子が 2度目の
挑戦では満面の笑顔で降りてきました。3回も 4回も挑戦する子供たちもたくさんいました。1本
ずつバランスがよくなりスキーの楽しさを覚えて帰ってくれたようです。
グループで来ている家族が「今度みんなでスキー行ってみたいね」という会話をしていました。
　また別のブースでは、チェアスキーシミュレーターという、チェアスキーに座り左右に傾ける
ことでモニター画面と連動しポールとポールの間を通過する競技をアニメーションゲーム形式で
体験できるというものが子供たちに人気でした。スキーはやったことがあるという子もチェアス
キーとなるとなかなか操作が難しいようでした。
　この他にも車椅子テニスや車椅子バスケットボール、ボッチャ体験、ブラインドサッカー体験
など、そしてスポーツ以外にも読み聞かせや大らくがき＆ぬりえなどいろいろな体験ができるイ
ベントです。ぜひ次回開催の際には参加してみてください。

ダイバーシティ・パーク 2022 in 新宿ダイバーシティ・パーク 2022 in 新宿
2022年10月1日 (土 )～2日 (日 )　新宿中央公園
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　2023 年度の定時評議員会が、評議員 23 名中 22 名の出席で開催されました。まずは評議員会開
催に先立ち「クラブ創立 20 周年表彰」が行われ、対象は 1団体でした。
　年々運営維持が難しいクラブが増えてきたため、今年度よりクラブ員数を 20 名から 15 名以上
と規約改正が行われました。これにより解散せずにすむクラブが増えることを期待しています。
　定時評議員会では、2022 年度の事業報告、決算報告、公益目的支出計画報告、監事監査報告、
会計監査人報告、都連公認大会における運営方法および競技ルール改善に向けた検討結果などの
報告に関して、また役員選任規則改正（案）議案に関して、評議員と役員で活発な質疑応答が行
われました。
　更に今年は役員改選の年であり 2023・2024 年度の役員選挙が行われました。立候補 14 名の中
から 6名が選任されましたが、役員最小人数 10 名に満たなかったことにより、後日再度選挙が行
われます。新役員が定まるまでの間はこれまでの役員が滞りなく運営管理を行うこととなります。
　気温が低く多くの降雪量が期待できる 2023 年度のシーズンインももうすぐです。会員の方々に
安心して充実した環境で事業に参加していただけるよう評議員と役員が議論をする貴重な 1日で
した。

定時評議員会定時評議員会
2022年10月15日 (土 )　TKP飯田橋ビジネスセンター
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私は日本ビール社長で同スキー部会長の内田茂と申
します。私自身、新潟県 ･ 赤倉温泉の出身であり、
幼少期よりアルペン選手をしており、全日本やプレ
オリンピック等の出場経験があります。
従来から、地元の小 ･中 ･ 高校の有望選手達、また、
出身大学の後輩に対してサポートを続けていました
が、最近、年齢と共にオリンピックでメダルを獲得
できる選手を育てたいという気持ちが強くなった事
から、オリンピックのメダリストであり知人である
「猪谷千春氏」にスキー部顧問をお願いしたところ快
諾いただき、顧問にお迎えして2022年 5月に日本
ビール ･スキー部を立ち上げました。
猪谷氏ご本人といたしましては、
アルペン種目での第二のメダリス
ト（66 年間出ていない）を育て
て欲しいとのご希望がありますが、
まず弊社といたしましては出来る
事から始めていく所存でございま
す。
会社内でも「早くオリンピアンが

育つといいですね。」との声があり、まずはジャンプ
の二階堂蓮（21歳）をスキー部社員第一号とし、そ
の後、葛西優奈 ･葛西春香（共に18歳）という双
子のコンバインド選手と社員契約（所属は早大）して、
スキー部の活動を開始いたしました。
運よく、二階堂選手は今年のSAJ国内サマージャン
プ６大会のうち3回優勝し、ナショナルチーム入り
間近まで成長してくれています。
今後、社内のスキー部員につきましては、白馬 ･妙
高高原 ･塩沢等のジャンプ大会応援時にゲレンデス
キーを楽しむべく計画中でございます。

NO.766　日本ビール・スキー部

　Ullr Snow Teamは 2022年 7月に設立したス
ノースポーツを通して豊かな人格を形成することを
目的としたクラブです。クラブ名のウッルはスキー
の神、スノーチームはスキーだけに限定しない活動
を将来的に行いたい…という思いで名付けました。
現在、約40名のクラブ員の9割が小学生となって
おり、オフシーズンは
陸トレを毎月 1回ペー
スで行ない、12月から
3月までは菅平のツバ
クロスキー場をメイン
ゲレンデとしてレーシ
ングスキーを中心に練
習する計画を立ててい
ます。スノーシーズン
中は土日の合宿を主体
とした活動になるため、
必然的に親元を離れて
仲間達と生活する環境

の中で自活する能力を養うことが出来ます。技術習
得や大会結果だけが目的とならないようお互いを尊
重出来るメンバーによるチーム作りを基本としてこ
れから頑張って行く予定です。今後とも宜しくお願
い致します。

NO.767　Ullr Snow Team

新新 規規 クク ララ ブブ 紹紹 介介
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　2019年に障害のあるお子さんをお持ちの親御さ
んから「スキー教室に連れて行ってあげたいけれど、
いつも定員オーバーで抽選になってしまい、中々家
族でスキーに行けないんです。」このことがクラブ設
立の大きなきっかけとなりました。その後、新型コ
ロナウィルスによる影響を受けてしまい設立が延期
となってしまいましたが2022年 8月 IT’S DEMO 
SNOWスキークラブは無事設立となりました。
　クラブを通してクラブ員のスキー技術向上はもち
ろんのこと、クラブとして大事にしていきたいこと
は【いつでも (IT’SDEMO) 誰でも雪を通じた感動体

験が出来ること】です。
　スキーには無限大の魅
力が詰まっていると思い
ます。スキーに行きたい
けど行けない、スキーを
やったことない、そんな
方々を少しでも減らして
いけるように新米クラブですがクラブ員の皆様と一
緒に歩んでいきたいと思います。

NO.768　IT'S DEMO SNOWスキークラブ

ダイバーシティ・パーク
2022年10月1日 (土 )～2日 (日 )　新宿中央公園

NEWS
CLIP
ニュースクリップ
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月山クラブ合宿 月山クラブ合宿

【訂正とお詫び】
　SATだより№ 90 の P.17「2022 南関東ブロックマスターズ」の記事の注記の一部に誤解を与える表記が
ありました。お詫びすると共に訂正します。
誤）　※４　片ハン：旗門ポールを跨いで通過したこと。（片スキー片足が正しく旗門を通過していない。）即失格。
正）　※４　片ハン：旗門ポールを跨いで通過したこと。（片スキー片足が正しく旗門を通過していない。）
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